
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ちま
す
。
 

・
 

, 
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市
内
大
町
に
七
月
十
日
、
世

界

一
の
 
「大
虫
様
」
が
出
現
し

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
津
軽
半
島
祭
実
行

委
貝
会

（
会長
・
森
田
稔
夫
五

所
川
原
市
長
）
と
囲
五
所
川
原

青
年
会
議
所

（
佐
々
木
正
明
理

事
長
）
が
主
催
す
る
「
奥
津
軽

観
光
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ロ
ー
ド
」
 

の
ン
ン
ポ
ル
と
し
て
製
作
さ
れ

た
も
の
で
す
。
 

「大
虫
様
」
は
、
同
会
議
所

の
依
頼
で
市
内
漆
川
虫
作
り
研

究
会
が

一
月
か
ら
製
作
し
て
い

た
も
の
で
、頭
だ
け
で
高
さ
二
・

五
H

、
長
さ
五
・
三
H

、
重
さ

五
百
キ
ロ
、
ま
た
、
胴
体
は
布

製
の
シ

ー
ト
を
活
用
し
た
ジ
ャ

バ
ラ
構
造
で
、
長
さ
百
H
に
達

す
る
世
界

ー
ジ
ャ
ン
ボ
な
「虫
」
 

で
す
。
 

こ
の
日
、
ま
つ
り
を
見
物
に

訪
れ
た
人
々
は
、
極
彩
色
に
塗

ら
れ
、
真
っ
赤
な
口
を
開
い
た

虫
の
迫
力
に
驚
く
と
と
も
に
、
 

頭
か
ら
尾
の
先
ま
で
百
五
H

、
 

全
体
を
眺
め
る
の
に
ひ
と
苦
労

し
て
い
ま
し
た
。
 

現 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

昭和63年 ，わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所川原 

.1o.667 「麗恕醜器課禁鷲腰駿器 
1：上げました。 

7 
】． わた＜したちは、この伝統を継承し、広 

-15 で灘鷲鰻篇盲響し 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 



津
軽
半
島
祭
は
、
津
軽
半
島

の
飛
躍
を
図
る
た
め
関
係
二
十

市
町
村
及
び
商
工
関
係
な
ど
の

各
種
団
体
が
一
体
と
な
って
企

画
運
営
す
る
も
の
で
、
同
日
の

催
し
を
皮
切
り
に
、
七
月
二
十

九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
と
、
 

十
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の

三
会
期
に
わ
た
っ
て
盛
り
沢
山

の
行
事
が
組ま
れ
て
い
ま
す
。
 

開
会
式
で
は
、
森
田
市
長
が

コ
」
の
祭り
を
契
機
と
し
て
、
 

関
係
市
町
村
の
連
帯
意
識
を
高

め
、
郷
土
の
自
然
、
観
光
、
歴

史
、
物
産
等
が
広
く
内
外
に
官
一

伝
さ
れ
、
津
軽
半
島
全
体
が
活

性
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
 
と
あ
いさ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
 

こ
の
後
正
午
か
ら
は
、「ラ
ジ

コ
ン
ラ
リ
ー
」
、「奥
津
軽
防
災

展
」
、「交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
 

ン
」
、「福
祉
展
」
な
ど
が
催
さ

れ
、
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
・
消
 

防
車

（
ハ
シ
ゴ車
）
の
試
乗
会

に
チ
ビ
ッ
コ
の
人
気
が
集
っ
て

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
午
後
一
時
か
ら
は
、「
 

大
虫
様
」
の
路
上
製
作
や
「
津

軽
半
島
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
 

さ
ら
に
、
金
木
町
、
木
造
町
、
 

鶴
田
町
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し

て
「津
軽
半
島
デ
ィ
ス
コ
大
会
」
 

が
行
わ
れ
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
午
後
四
時
か
ら

は
路
上
製
作
し
た
「
大
虫
様
」
 

を
百
二
十
人
の
津
軽
半
島
の
住

民
が
か
つ
い
で
、
市
内
の
目
抜

き
通
り
を
約
一
時
間
パ
レ
ー
ド

し
、
見
物
人
か
ら
盛
ん
な
拍
手

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

津
軽
半
島
祭
の
行
事
の
ー
つ

と
し
て
「
津
軽
半
島
美
人
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
津

軽
半
島
十
市
町
村
か
ら
十
八
人

が
出
場
し
、
和
や
か
な
う
ち
に

も
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
ミ
ス

に
山
谷
梨
架
さ
ん

（
森田
村

・

信
用
金
庫
職
員
）
、準
ミ
ス
に
北

嶋
晴
美
さ
ん
（
鯵
ケ
沢
町
・
家

事
手
伝
）
、清
野
朱
美
さ
ん

（
鯵

ケ
沢
町
・
県
臨
時職
員
）
が
選
 

ば
れ
ま
し
た
。
 

ミ
ス
、
準
ミ
ス
の
三
人
は
向

こ
う
一
年
間
、
津
軽
半
島
の
P
 

R
と
津
軽
半
島
地
域
の
各
市
町

村
で
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
と
して
活
躍
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

奥津軽観光 
トライアングルロード開かれる 

津
軽
半
島
祭
実
行
委
員
会
（
会長
・
森
田
稔
夫
五
所
川
原
市

長
）
、
社
五
所
川
原
青
年
会
議
所
（
佐
々
木
正
明
理
事
長
）
が

主
催
す
る
「
津
軽
半
島
祭
ー
奥
津
軽
観
光
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ロ
 

ー
ド
」
が
七
月
十
日
、
市
内
大
町
を
会
場
に
開
か
れ
、多
く
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

ミ
ス
津
軽

半
島
に
 

山
谷
さ
ん
 

準
ミ
ス
に
北
嶋
さ
ん
、
清
野
さ
ん
 

開会式であいさつする森田市長 

リズミカルな踊りを披露する
ご当地ディスコグループ 

ミス津軽半島に選ばれた山谷さAJ（中央）、 
準ミスの清野さん（左）と北嶋さん（右） 

津軽半島美人コンテスト 

（第667号）② 広報ごしょがわら 昭和63年（1988年）7 月15日 



し
た
。
 

五

一
中
三
年
の
太
田
丈
博
さ
ん

が
 
「お
互
い
の
心
を
結
び
合
う

笑
顔
と
挨
拶
が
、
人
間
生
活
の

基
本
だ
と
思
い
ま
す
」
、
続
い

て
五
一
高
三
年
の
成
田
勝
美
さ

ん
が
「
目
標
や
将
来
（
の
展
望

を
持
ち
、
 一
人
ひ
と
り
が
自
覚

し
て
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め

に
活
動
し
ょ
、了
と
そ
れ
ぞ

れ
 

「私
の
提
言
」
を
述
べ
、
更
生

保
護
婦
人
会
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

最
後
に
B
B
s
会
の
木
村
守

伸
さ
ん
が
 
「明
る
く
住
み
よ
い

五
所
川
原
市
の
健
全
発
展
の
た

め
市
民
み
ん
な
が
協
力
す
る
こ

と
を
誓
了
と

非
行
防
止
宣
言

を
読
み
上
げ
同
集
会
を
終
わ
り

ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
参
加
者
全
貝
で
市

街
地
の
目
抜
き
通
り
を
パ
レ
ー
 

ド
。
 

通
行
人
に
、
チ
ラ
シ
を
配
っ

た
り
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
 

「防
ご
う
非
行

・
助
け
よ
う
立

ち
直
り
」
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
 

市
保
護
司
会
（
山
内
清
祐
会

長
）
で
は
七
月
七
日
、
市
役
所

前
お
祭
り
広
場
で
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
市
民
集
会
を

開
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
七
月
が
 
「社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
月
間
」
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
運
動
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

同
集
会
に
は
、
更
生
保
護
婦

人
会
、
防
犯
協
会
、
B
B
s
会

な
ど
や
五
小
、
南
小
、
中
央
小
、
 

五
一
中
の
鼓
笛
隊
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
な
ど
合
わ
せ
て
約
七
百
人
 

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

実
施
委
貝
長
代
理
の
吉
岡
助

役
が
「
非
行
の
原
因
と
な
る
事

態
を
改
善
し
、
青
少
年
を
取
り

巻
く
地
域
住
民

一
人
ひ
と
り
が

力
を
合
わ
せ
て
幅
広
い
地
域
活

動
を
展
開
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
南
小
六
年
の
田

中
陽
子
さ
ん
が
老
人
ホ
ー
ム
を

尉
簡
し
た
時
の
感
想
と
し
て
「
 

祖
母
や
両
親
を
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
や
ら
な
い
で
仲
よ
く
暮
ら

せ
る
よ
う
に
し
た
い
」
、
ま
た
 

（
」！
 

ク
防
ご
う
非
行

・
助
け
よ
う
立
直

り
 バ

・
」
 

『
社
会
を明
る
＜
す
る
運
動
市
民
集
会
開
か
れ
る
麟
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市民集会後行われたバレー 

市民会議 
市民会議日程表 

にどうぞ 7月22日から 

地区ごとに開きます 
［
」
月
 

日
  

曜日 時 間 対象地区 開催場所 

ワ
‘
  

22 金 午前10時 三好地区 コミュニ・テイ 
センター三好 

28 木 1/ 毘沙門地区 
毘沙門・長富コミュ

ニテイセンター 

30 土 I, 飯詰地区 
コミュニテイ 

セン夕ー飯詰 

S
  

22 月 F, 中川地区 
コミコ一ニテイ 

センター中川 

24 水 'F 松島地区 コミュニテイ 
センター松島 

26 金 'F 長橋地区 コミュニテイ 
センター長橋 

27 土 午後1時 栄 地 区 コミュニテイ 
センター栄 

29 月 午前10時 梅沢地区 梅沢コミュニテイ 
セン夕ー 

31 水 'F 七和地区 コミュニテイ 
セン夕ー七和 

q
J
 
 

ハ
ノ〕
 
 

金 午前10時 小曲地区 農村婦人の家 

27 火 午後1時 五所川原uり 
しきしまコミュニテ 

イセンター 

29 木 午後1時 五所川原圃 老人福祉センター 

市は、「うるおいと活力のあるまちづく り」 の

ために、昨年同様 7 月22日から各地区で市民会

議を開きます。 

市民会議は、市民から直接地域の問題点や要

望、意見などを聴き、それをできるだけ市政に

反映させていこうとするもので、 どなたでも参

加できます0 

私達を取り巻く環境は、国際化・高齢化・高

度情報化・技術革新など急速に変化してきてお

ります。 

こうした中で本市においては、21世謙己を展望

しながらこれらに的確に対応したまちづ’く りを

進めるべく、各界の協力を得て新五所川原市総

合計画の策定作業を進めてまいりました。 

この度、草案がまとまりましたのでこの機会

に再度ご検討をいただきたいと思います。 

特に、2 1-I旦二紀を担う若い方々の積極的なご参

加をお願いします。 

※五所川原（北）は五小学区、五所川原（南）は南

小学区及び中央小学区となります。 

, 
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う
子
ど
も
達
の
た
め
に
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

花
し
ょ

う
ぶ

ま

つ
り
繊
一
轟一
 

      

      

ア
イ
デ
ィ

ア
尚
貝
決
ま
る
 

五
所

川
原
商

工
会

議
所
 

  

五
所
川
原
市
観
光
協
会

（
「1
 

上
理
会
長
）
で
は
七
月
九
日
か

ら
十

一
日
ま
で
の
三
日
間
、
市

内
毘
沙
門
に
あ
る
市
広
域
新
農

業
セ
ン
タ
ー
で
 
「花
し
ょ
う
ぶ

ま
つ
り
」
を
開
催
、
お
年
寄
り

か
ら
子
ど
も
ま
で
多
く
の
人
が

訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
五
所
川
原
市
観
光

協
会

（
三H
理
会
長
）
が
主
催

し
、
五
所
川
原
市
花
菖
蒲
の
会

が
協
賛
し
て
、
今
年
初
め
て
開

か
れ
た
も
の
で
す
。
 

同
セ
ン
タ

ー
に
は
、
昭
和
四

十
九
年
か
ら
三
カ
年
に
わ
た
り
、
 

明
治
神
宮
か
ら
花
菖
蒲
を
株
分
 
 

け
し
て
も
ら
い
栽
植
し
た
も
の

に
、
六
十
年
か
ら
二
力
年
で
五

十
五
ア
ー
ル
の
花
菖
蒲
園
を
造

成
し
、
現
在
九
十
八
品
種

一
万

五
千
株
の
花
菖
蒲
が
あ
り
ま
す
。
 

七
月
初
旬
に
は
「万
里
の
響
」
 

「湖
水
の
色
」
「鳳
風
冠
」
「清
少

納
言
J
r不
知
火
」
 
な
どい
っ
せ

い
に
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か

せ
、
ま
つ
り
に
訪
れ
る
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
 

ま
た
会
場
に
は
、
花
菖
蒲
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
や
農
業
改
良
普

及
所
職
貝
に
よ
る
園
芸
相
談
コ
 

ー
ナ
ー
、
農
業
セ
ン
タ
ー
の
花

き
鉢

・
青
梅
販
売
コ

ー
ナ
ー
、
 

農
機
具
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
好
評
を
得
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所

（
村

上
純

一
会
頭
）
で
は
六
月
二
十

七
日
、
第

一
回
イ
ベ
ン
ト
企
画

ア
イ
デ
ィ
ア
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
当
市
の
商
業
近
代

化
計
画
を
推
進
し
て
い
る
同
会
 
 

議
所
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ

ー
ム

（
鶴
谷

禄
郎
部
長
）
が
先
に
ア
イ
デ
ィ

ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募

総
数
が
三
十
四
件
あ
り
、
参
加

す
る
楽
し
さ
、
観
る
楽
し
さ
、
 

実
現
性
な
ど
を
審
査
し
た
結
果
、
 

長
谷
川
進
さ
ん

（
市
内鳥
森
）
 

の
 
「チ
ャ
カ
シ
ピ
ッ
ク
8
8」
 
が

ア
イ
デ
ィ
ア
賞
に
、
ま
た
、
小

笠
原
由
起
子
さ
ん

（
木造
町
）
 

の
「
ワ
ラ
ま
つ
り
」
が
特
別
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
村
上
会
頭
か
ら

賞
状
と
賞
金
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
 

同
会
議
所
で
は
、
こ
の
ア
イ
 

市
内
中
平
井
町
の
鶴
谷
初
太

郎
さ
ん

（
8
3）
は
七
月
五
日
、
 

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
助
五
所
川
原
市
教
育
振
興

会
に
十
万
円
を
寄
付
、
高
橋
教

育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
、
高
橋
教

育
長
は
「
ご
好
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
の
将
来
を
担
 
 

デ
ィ
ア
を
実
現
に
向
け
て
検
討

し
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

③
「
チ
ャ
カ
シ
ピ
ッ
ク
8
8」

 

全
国
の
 
「チ
ャ
カ
シ
」
を
集

め
、
リ
ヤ
カ
ー
に
重
い
物
を
乗

せ
て
商
店
街
を
リ
レ
ー
す
る
と

い
う
も
の
で
、
そ
の
他
に
津
鉄

体
験
乗
車
等
津
軽
の
素
朴
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
と
い
う
企
画
。
 

④
「
ワ
ラ
ま
つ
り
」
 

ワ
ラ
を
使
っ
て
色
々
な
も
の

を
作
る
も
の
で
、
廃
棄
物
で
あ

る
ワ
ラ
を
利
用
す
る
意
外
性
、
 

当
市
の
新
し
い
祭
り
と
し
て
の

可
能
性
を
備
え
て
い
る
。
 

臓
 
志
懲
 
開

か
れ

る
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花菖蒲園を散策する保育園児たち 

教
育
振
興

会
に

1
0
万
円
 

中

平

井
町

の

鶴
谷

さ
ん
 

(
 



日 	（曜） 時 

・

Iー
  
丁
 
事
 

場 	所 

島
  

正午～ 
午後 5時

午後 4 時～ 
午後 9時 

っがるばくはっ 
チャリテイーコンサートlI 
第 6 回 
ごしよがわらハイカラ祭り 

I有民文化会館

ハイカラ通り 

日
  

m
田
 

乍後 6時30分 
～午後 9時 

大町夜の歩行者天国 
「ソウルオリピック記念 

韓国フエア」 
大 町 路 上 

8 月 2 日 
（火） 

午前 9時 

午後 6 時30分 
～午後 9時 

市民ゲートボール大会 
（老人クラプ） 

大町夜の歩行者天国 
「ソウルオリピック記念 

韓国フエア」 

岩 木 川 原

大 町 路 上 

S 月 3 日 
（水） 

午前11時

午後 2時 

午後 7時 

市内音楽行進 

ながしおどり 
天下の奇祭「虫おくリ」 

夏の夜の合同運行 

市 内 一 円 

市 内 ― 円 

市 内 一 円 

S 月 4 日 

(*) 

午前 9時 

午前10時30分

午後 4時30分

午後 7時30分 

虫おくり合同運行 

げんと忌 

虫送り火まっり

第39回花火大会 

市 内 一 円 

フラワーセン夕ー 
げん と 碑前 

駅前～岩木川原

岩 木 川 原 

S 月 5 日 
（金） 

午後 1時

午後 6時 

午後 7時 

県下登山ばやし大会 

神明宮本町前夜祭（宵宮） 

ねぷた運行 

市役所前広場 

仮宮青銀構内 

市 内 一 円 

8 月 6 日 
（土） 

午前10時

午後 7時 

神明宮本町例祭 

ねぷた運行 

仮宮青銀構内

市 内 一 円 

8 月 7 日 
（日） 

午前 8時 

午前 8時 

午前 8時30分 

午前 9時30分 

東北・北海道馬力大会

東北闘鶏大会 

西北五省難相撲大会

ねぷた運行 

岩 木 川 原

岩 木 川 原 

菊ケ丘運動公園
市営相撲場 

市 内 一 円 

※五所川原商工会議所婦人会で1ま、ながしおど

りへ参加してくノごさる踊り手の方を募集して

います。 

詳しいことは、婦人会事務局（商工会議所内

か国2121番）まで・。 
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津軽半島環 
・
  、

真

示
 
伝
バ

な
 
説
ネ
ど
 
伝
ル

に
 
承

、
よ
 
と
年

り
 
大

表
解
 
祭、

説

歴
を
の
る

の
か
品
す
  

ー
ほ
土
介

郷
リ
出
紹

史
写
展

・
 

舟
キ
 

軽
 
半
 

白
町
 

歴
 
史
 
展
 

 

9:00--- 16:00 
(29日は 

津軽半島自然・ 	：聾杉響0)石無料配布 

観光展‘賛塑馨かテレホンサ 
11:30-16:00) 

●津軽半島特産品の紹介・即売 

津軽半島物産展】難讐急で器 

児童絵画作品展 ・小学校児童による絵画作品展 

10:00-15:00 
'2りIlIよ 郷土芸能発表会.市町村交替で郷土芸能を紹 

ll 	:33, 	-- 

⑥郷土芸能 

日 時 	間 演 	目 出演市町村 

29（
金） 

11:30- 12】00 登山ばやし 木造町 

13:00- 13:30 獅子舞 五所川原市 

13:30一一14:00 なにもささ踊り 中里町 

14:00- 14:30 鯵ケ沢甚句 
流し踊り 

鯵ケ沢町 

■と き 7月29日～31日 

■ところ 五所川原市民体育館 

日 時 	間 演 	目目 出演町村 

30（土）  

io:oo~ 10:30 登山ばやし 
獅子舞 

鶴田町 

ii:ooへ」 11:40 
花上げ踊I) 
御慶山踊り 
十二湖太鼓 

岩崎村 

13:00- 15:00 
石神太鼓 
ホーハイ節 
弥三郎節 

森田村 

31

（日） 

io:oo一1 10:40 獅子舞 車力村 

11:00- 11:10 荒 馬 今別町 

11:20-11:50 奴踊り 
荒 馬 

金木町 

13:00- 13:30 ねぶたばやし 
チャンチャン踊り 

深浦町 

13:40-- 13:50 荒 馬 今別町 

14:00- 14:30 網おこしばやし 小泊村 

五所川原『虫と火まつり』 日月3日～7日 
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夏の交通安全運動 
7 月21日から30日まーでの10日間、夏の交通安

全運動が行われーます。 

今年は、 7 月 9 日から開かれ了ている青函博と

関連して 7 月から 9 月まで’行われる県警の 「交

通マナーアップ青森88」 とともに、市民の交通

マナーを向上させ、死亡事故抑止に努めること

を目標としています。 

例年この時期は、子一どもの夏休み、夏の行楽

で交通事故が多く発生しています。 

悲惨な交通事故から尊い命を守二るため、市民

一人ひとりがよく交通マナーを守り自覚とご協

力をお願いします。 

交通事故発生状況 

〔運動の重点〕 

〇子供と高齢者の交通事故防止 

〇無謀運転、特に若年運転者によ 

る飲酒・暴走運転の追放 

〇二輪車（原付自転車も含む）の 

交通事故防止 

〇正しい方法によるシートベルト 

・ノ＼ルメツトの着用 

（五所川原警察署提供／昭和63年 6 月30日現在） 

叫
＼

A
  

駅 三 	好 中 毘沙門 飯 	詰 松 島 松島団地 栄 長 	僑 し 	和 梅 	沢 
（梅泉地区） 6
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死 	者 
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乙
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1
  

に
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傷 	者 
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40 

1
  

10 4
  

1
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nノ
】
 
 

っ
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ii 10 

。乙
  

16 

1 

9 11 ハ
イ。
  

135 

死亡事故 
0 

継続日数 
104 134 6,386 1,083 2,621 108 571 51 381 956 6,386 

市有財産を公売します 
〇う乞払物件ニ 

物件 土 	地 土 	地 

所在 市内松島町 7 丁目 
62番 1 

市内大字七ッ館字 
鶴ケ沼155番6 他 

地目 宅 	地 宅 	地 

面積 741.63 m 287.66 m 

0,入札・開札の日時及び場所 

ン日時 7 月26日 （火）午前10時入札、即時開 

木L 

＞場所 市役所 5F皆第 2 委員会室 

0説明会 7 月25日午前10時から市役所 5j5皆第 

2 委貝会室において 

く）入札保証金 入札金額のl00分の10以上（現金 

または、金融機関が振り出し若しくは支払保  

「 Id をしたノ」、切手とします。） 

0契約締結の時期 落札決定の日から 7 日以内 

0契約保証金 契約金額の100分の10以上（現金 

または、金融機関が振り出し若しくは支払保 

証をした小切手とします。） 

くつ入札の方う去 一般競争入札とします。 

0入札参加者の資格 未成年者、禁治産者及び

準禁治産者並び’に破産者で、復権を得ない方

は、入札に参加することができません。 

0入札の無効 入札参加資格のない方のしたA 

札及び入札条件二に違反した入札は無効としま

す。 

※その他詳細については、市財政課管財係（か

国）2111番内線 3 5 6 ・3 5 7 番）へお問い合わ

せくノごさい。 



至金木 
国道339号 

市民プール 

浄化~ 
センター 

至川山 

市内 
職業安定所 
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市民プ 

 

ル開設のお知らせ 

 

待望の市民プールがこのたび完成しました。 

多数のご利用をお願いします。 

ン利用期間 7 月17日 （日）~8月31日 （水） 

（ただし、天候等により遊泳できないときは 

休場します。） 

）利用時間（入替制） 

午育1j9:00～一12:00 

午後i:oo~ 5:00 

ン利用料金 

、
、
、
、
 

 

区 	分 一 	般 高校生 
軸
切
中
 
旧
ル

学
 

司
生
 

備 	考 

丑
ハ
 
用

川
 

周
”
 

l八
  

l
 

同
］
 
 

200円 100円 50円 ※付添者

は、一

般料金

をいた

だきま 

す。 

回 	数 	券 
(6回） 

1,000円 500円 250円 

団 	体 
(30人以上1人1回） 

100円 50円 25円 

甫
寸
 

用
 

午 前 
(9: 00-- 12:00) 3,000円 

土
ー
く
  

、
 

 

後

0
0
 
6
:
 
0
 
0
 

 

4,000円 

一
 
 
ー
 
日
加
 

 
、
 

 9
:
 
6
:
 

叩
  

6,000円 

コインロッカ一（ 1回） 10円 

※注意事項 

①小学校 3年生」』夫下の児童及び幼児にてル、て

は、成人の付喝訊、が必要です。 （付-- v. 1 

人につき、子供 2 人まで） 

②幼児は、幼児専用プールをご利用ください。 

③着替え等については、 コインロッカーをこ’ 

利用ください。 

④プールに入る前に準備体操とシャワーの使 

月Iをお；忘れなく。 

（心臓マヒや、筋肉のケイレンを防止しま 

す。） 

⑤ちょっとのいたずらが大きな事故のもとに 

なります。 

プールの中で悪ふざけはいけません。 

⑥水泳で50m泳いだ時の疲労度は、陸上競技 

のlOOm競争に匹敵するといわれています。 

15分水I永を楽しんた’ら 5 分間の休憩を‘必 

ずとりましょ う。 

⑦飛び込みは、一切禁止しています。 

⑧プールでは、必ず監視人の指示に従ってく 

ださい。 

⑥お問い合わせ先 

五所川原市民プール公園管理事務所 

廿⑩6444番 

県道沖飯詰・五所川原線 

, 

「みずとみどりの小公園」ギャラリーの使用について 

市で、は、 “堰の再生・都市の再生“ を目的に、 

新町布屋町地区に、市民の憩いの場として、み

ずとみどりの小公園を開園しております。 

園内には、 じゃぶじゃーふぐプール、 メロディ装

置イ寸き太鼓橋、落書き広場、現在小学 3年生 6 

2 8名の手形模様入りコンクリート平板の埋め

込み等がありますので、家族連れでの買い物の

ついでや、勤めの日の昼休みにお立ち寄り くノご

さい。 

また、園内にあるギャラリー（約43m ）にて） 

きましては、 多くの市民の文化活動に利用でき  

るよう、J営利を目的とするもの以外は、無料・で・

開放しておりますので、個人、サークル等によ

る絵画、書道、写真展等の幅広い利用をお願い

し、たします。 

小公園に関する間い合わせは、市役所都市建

設課（か⑩2111番内線 2 24 番）まで’。 

また、 ギャラリーをイ吏用したい方は、新町町

内会（か電5>2973番）北川さスノまで、申し込みく

ださい。 
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陸奥湾ー周駅伝競技大会 

響郵選手選考会 
第 6 回陸奥I脊一周駅伝競走大会（10月 2 日） 

に出場する市代表選手（選手20名、補欠若干名） 

の選考会を次のとおり開きますので、出場希望

の人はふるってご参加ください。 

ンi異考日時 

第 1回 7 月31日（日） 

第 2 回 8 月28日（日） 

午前 9 時から五所川原勤労者体育センタークー 

ランドで、I受付一けします。 

ン選考場所 五所川原勤労者体育センターグラ

ン ド （市内飯詰） 

レ選考方法 ①中学男女、高校女子、一般女子 

一 3 キロ『に（2）高校男子、一般男子・・・・5 キロに。 

レ参加資格 市内雁H主者、高校・大学生は市出 

身者とする。 

レ問い合わせ先 市教育委貝会社会教育課（廿

事為2111番内線 2 5 0 番）ノ、、どうぞ 

「南部の道」 
参加者募集 

青森県歴史グ万直整備促進協議会では、南部の 

i茸めぐりを行います。 

みなさんの多数のご参加をお待ちしておりま

す。 

ン日時 8 月 7 日（日） 

ンコース 五所川原中三前→鶴田役場前→信月I 

金庫前→藤崎青銀前→矢立歴史の道→碇ケ関

御関所→小坂鉱山→田子城跡→三戸城温故館 

→南部公霊廟→新渡戸記念館→奥入瀬→黒石 

一 	→藤崎→板柳→鶴田→中三前（19:00) 

ン出発時間 五所川原中三前 午前 7 時 

F::' 会費 4,700円（昼食、見学料） 

ン申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴 

史の道整備促進協議会事務局（胃0177⑩1064 

番） 

レ申し込み締匂］ 8 月 1 日（月） 

ン申し込み受付時間 午前 8 時30分～午後 4 時 

まで・（日曜日を除く） 

ふるさとの歴史を語る会 
ン日日寺 7 月26日（刃 午前 9 時～正午 

ン場所 市内松野木 「観音林遺跡」（現地集合） 

＞テーマ 観音林遺跡について 

ン講師 永沢秀夫氏（北奥文化研究会々貝） 

＞主催 北奥文化研二究会・津軽考古学会 

うgミなお、現地不案内の人は市歴史民俗資料館（ 

＝亘5>9555番）佐藤さんまで。 

親子のおやつ作り教室 
参加者募集ー働く婦人の家― 
ノ」、学校 5-6年生の才シ子さノくノをお持ちのお父 

さん・お母さんを対象に、親子で作れる 「おや 

つ作り教室」 を開催します。 

お子さんと一緒に参加してみませんか。 

＞受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

方で、小学校 5-6年生のお子さんをお持ち 

のお父さん・お母さん。 

＞日時 〇 7 月26日（幻 午前10時～正午 

〇 7 月30日（土） 午後 1時30分～ 3 時30 

分 

）場所 働く婦人の家 

ン募集人員 各10組20名（定員になり次第締七U) 

＞受講料 無料（材料費は自己負担） 

レ申し込み受イ寸 7 月18日～23日（午前 9 時～ ) 

ン申し込み先及び問い合わせ先 

1動く婦人の家（”⑩8898番） まーで。 

河川愛護モニターを公募 
レ活動内容 日常生活の範囲内で知リ得た、 ゴ、 

ミの不法投棄や河川についての異常を発見し 

た場合の通報等 

F::' 活動範囲 岩木川右岸 

ンI応募資市各 20歳から60歳までの方（河川に接 

十る機会が多く、河川に関心のある方） 

F::' 募集人員 1名 

ン報酬● 月 4, 500F月程度 

レ申込締f刀 8 月15日 

ン申込方法 官製はがきに、住所、氏名、年齢、 

職業、電話番号を記入のうえ、建設省青森工 

事事務所（ r030 青森市中央 3 丁目20-38廿 

0177唾④）4521番内線 3 3 3 番）へどうそ二 

砂利採取業務主任者試験 
レ試験日 7 月29日（金） 午前10時～正：午 

ン場所 県職員会館 「八甲荘」 

）受験願書受付期間 7 月20日まで・（当日消印 

のあるものは有効）詳しくは、県鉱政保安課 

（費 O177⑩1111番内線4186番）へどうぞ。 

映画ポスター展 
＞期間 7 月12日～ 8 月21日 

ン場所 市歴史民俗資料噴官 

ン展示内容 映画全盛期頃の宣伝ポスターを展 

示。藤田コレクション展も合わーせて開催 

ン入館料 一般200P］、高・大学生100円、小・ 

中学生50円（20人」』丈上は団体割引があります） 

ン開館時間 午前 9 時～午後 4 日寺 

＞休館日 月曜日 
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正調ねぷた嚇子講習会 

受講者募集 
五I折川原ねぷた嘩佳子の普及、伝承をはかるた 

め講習会を開催します。 

初心者の人も．S、るってご参加ください。 

ン日日寺 7 月18日～22日 午後 7 時～ 9 時 

ン場所 産経会館（市役所隣り） 

＞参加料 無料ー 

ン問い合わせ先 市商工観光話果（廿要，)2111番内 

紡12 5 9 番）へどうぞ’ 

第17回lずんと忌 
参加者募集 

郷土の生んだ偉大な作曲家・上原げんと先牛

を偲、ぶ 「げんと‘忌」 を開催します。 

レ日時 8 月 4 日 （木）午前10時30分～ 

ン場所 津軽フラワーセンターげんと碑前 

当日、午前10時に市民文化会館前からバスが 

出ますのでご利用くノごさい。 

ン懇話会 会費 2,000円。懇話会に参加ご希望 

の人は、 7 月29日まで・にお申し込みください。 

ン問い合わせ先 市中央公民館（”電ら)6056番） 

へ、どうそ」、 

ニティ作文・ 
提言コンクール 

ンテーマ 「地域に目を向けて」 

皆さんが住んでいる地域社会を地域住民の協 

力で、心と心のふれあう うるおいとまとまりの 

あるイ主みよいまちーづく りを行うための意見や提 

言であれば題名は自由。 

ン応募資格 県内在住の中学生、高校生及び一 

」l貨（大学生を含む） 

レI東稿枚数 400字詰原稿用紙 3~5 枚 

ン応募期限 8 月29日 （当日7肖印有効） 

レう苦り先 市管理課（市内岩木町1 2”電3)2111番 

内線 3 2 5 番） 

詳しくは、県地方課振興I圧 ("0177⑩1111番 

内線2064番）へどうぞ。 

家庭奉仕員派遺の 

お知らせ 
病気、老衰などて家庭生活を営て」・うえで支障

のある老人または家族が老人の介護を行えなし、 

方に対して、老人家庭奉仕員を派遣して家事、 

介護及び才目談、助言等のサービスを行っていま

す。 

詳しくは、市福祉事務所福祉係（か⑩2111番
内線 2 1 0 ・2 9 7 番） 

「虫と火まつり」出演 
あすなろ大太鼓打ち手募集 

ン募集人員 2o名（男女を間わず健康な方で、 

全日程に出演できる人に限ります） 

ン練習日 7 月27日～29日まで・（午後 5 時30分・ 

か“フ）図書館前の太鼓格納庫 

レ出j寅日 8 月 4 日と 7 日の 2 日間（午前 8 時 

30分～午行麦 3 日寺まで’) 

＞申し込み締切 7 月20日 

ン申し込み先 市商工観うそ二課（廿⑩2111番内線 

2 5 9 番）へどうぞ。 

家事介護サービス技術 
講習会 受講者募集 
家事介護の職f重に就業しよう とする婦人に対

し、基本的な知識と技術を習得させるものです。 

ン日時 8 月24日～10月 6 日 （22日間）午前10 

日寺～午後 3 時 

＞場所 働く婦人の家 

レ応募資格 ホームヘルパー、家事援助者、病 

人介護人、パートの家事手伝い等を希望する 

60歳未満の婦人（全日程を受講できる人）。 

ン受講料 無科斗 

ン募集人員 30人（う乞着I順） 

レ持参するもの 筆記用具、印鑑、昼食、その

他‘」Iり、要の都度指示します。 

お申し込みや詳しいことは、県婦人就業援助

センター五所川原駐在所（働く婦人の家内”⑩ 

8898番）佐々木朴信炎貝まーで。 

「ハローダイヤル五所川原」 
こf 案 内 

N T TE折川原電南ぐ電話局では、西北五地域 

を中心に観光・宿泊・特産品などお役に立つ情 

報をご案内しています。 

また、「津軽半島祭」「五所川原虫と火まつり」 

などの各種ィベントについても情報を提供いた 

します。 

お気軽にお電話をおかけください。 

-NT T声のタウン’清報― 

「ハローダイヤル五所川原」 

廿加8600番 

8月は身元確認 
強調月問です 

警察署て1よ、其川」~~」中」行方不明者をさがす相

談所」 を開設します。 

相談におでかけの上、身元確認にご協力お願

いします。 （五所川原警察署） 
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間
 

場 日 

午前10時から 
午前10時50分まで 

午前11時から 
午前11時50分まで 

正午から 
午後 0 時50分まで 

午後 2 時から 
午後 4 時まで 

特別養護 
老人ホーム青山荘 

かいどう児童館 

水野尾集会所 

白生会 胃腸病院 

みんなの健康教室 
ン日 時 7 月 2 2 日（金）午ィ麦 1時 

レ」場 戸斤 市保健センター 

ン講 師 中村 登喜雄先生 

（中村整形外科病院長） 

レテーーマ 「脳卒中後遺症」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 
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8月の保健センター「相談日」 
レ日日寺 8 月 5 ・ 12・19・26日 （毎週金曜日） 

の午前10時～午後 3 時 

＞内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた

健康相討乏に応じます。赤ちゃんからお年寄り

まで、お気軽にどうぞ。 

お間い合わせは市衛生課（廿亘5>2111番内線 2 

6 8 番）へ。 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市保健センター 

ン受イ寸時間 12:45-13:OOまで’。 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので当日きれいに 

~ 	洗った小ビンに尿を入れ了て才寺ってきてくノごさ 

’ 	し、。 

※注意 6 カ月児健康相討をの際に、神経芽細胞

腫（小児がん）の検査セッ トを配イ寸しますが、 

当日一つごうで来れない場合は検査セッ トを衛生

課窓口にて配付しますので 6 カ月、 7 カ月の赤

ちゃ,くノはぜひおいで、ください。 

なお病気療養中（特に伝染病の病気）のお子

さメー lまご遠慮くノごさい。 

月 令 対象 児 期 日 内 容 

3 カ 月 児 S 63年 4 月生 8 月 9 日（刃 健康診査 

6 カ 月 児 S63年1月生 8 月16日（幻 健康相談 

1 	歳 児 S62年 7 月生 8 月22日明） 健康相談 

1歳6カ月児 S62年 2 月生 8 月23日（幻 健康診査 

3 	歳 児 S 60年 4 月生 8 月18日困 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（”電ら)2111番内線 

2 68. 2 7 2 番）へどうぞ。 
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献血にご協力を！ 
今、病気や手術のために多くの人が血液を必, 

要としています。 「愛の献血」 に市民の皆さん、 

深いご理解とご協力をお願いします。 

はしか予防接種 
市では麻疹（はしか）の予防接種を行います。 

該当する子どもさんがおられーる人はお申し込み

ください。なお、すでに麻疹にかかった子ども

さんは接種じ7ン必要はありません。 

レ対象幼児 昭和61年 3 月 1 日から昭和62年 2 

月28日まで’に生ま才1 た幼児（当日は母子健康

手帳をご持参ください）。 

ン申し込み期間 8 月 1 日（月）から10日休）まで’。 

（たノごし、 日曜日は除く） 

ン実施期間 9 月 1 日から 7 日まで’。 

お申し込みは母子手帳持参のうえ市衛生課窓

口へどうぞ。受診券を発行いたします。 

お問い合わせは市衛生課（か唾ら>2111番内線 2 

7 2 番）へ。たノごし日曜日は除く。 

r 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010

